
満
た
な
い
ル
ー
ト
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
11
月
か
ら
公
共
交
通

に
関
わ
り
の
あ
る
部
署
の
職
員
に

よ
る
庁
内
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

に
お
い
て
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
バ
ス
事
業
者
な
ど
と
の

協
議
を
経
て
市
の
再
編
案
を
作
成

し
ま
し
た
。

①
市
内
19
地
区
に
対
し
て
、
地
形

な
ど
の
特
性
に
応
じ
た
何
ら

か
の
移
動
手
段（
バ
ス
、
タ
ク

シ
ー
、
自
家
用
車
な
ど
）を
確

保
し
ま
す
。

②
ど
の
方
面
・
地
区
か
ら
も
市
役

所
周
辺
お
よ
び
篠
山
口
駅
の

ほ
か
、
特
に
需
要
が
多
い
医
療

機
関
、
商
業
施
設（
通
院
・
買

物
）ま
で
、
多
く
と
も
１
回
の

乗
り
換
え
で
往
来
可
能
に
し
、

１
日
３
往
復
は
確
保
し
ま
す
。

③
バ
ス
だ
け
で
は
十
分
に
サ
ー
ビ

ス
が
行
き
届
か
な
い
方
面
・
地

区
に
対
し
て
、
交
通
機
関
同
士

が
競
合
し
な
い
よ
う
日
中
を

減
便
す
る
代
わ
り
に
、
市
町
村

有
償
運
送
事
業
や
乗
合
タ
ク

シ
ー
な
ど
よ
り
小
回
り
の
利

く
、
き
め
細
か
な
運
行
手
段
を

提
案
し
、
支
援
し
ま
す
。

　
以
上
、
３
点
の
市
全
体
の
基
本

方
針
に
沿
っ
て
作
成
し
た
再
編
案

で
す
が
、
各
地
区
ご
と
の
再
編
方

針
が
固
ま
る
ま
で
は
今
後
も
引
き

続
き
意
見
交
換
会
を
重
ね
ま
す
。

　
地
域
に
お
い
て
も
公
共
交
通
の

あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
中
、
代
表
者
の
み
な
さ

ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を
最
大
限

尊
重
し
な
が
ら
、
市
の
財
政
状
況

や
事
業
者
の
意
向
を
加
味
し
つ
つ

最
終
案
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

平成 30年 4月
公共交通再編
公共交通の
見直しへ向けた
検討状況の
お知らせ

H18H17 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H275,000

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000 （人） コミバス利用者の推移

広報紙から抜き取って
お使いください

広報紙から抜き取って
お使いください

会
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
29
年

8
月
に
は
最
終
案
を
整
え
、
以
降

を
各
種
手
続
き
と
周
知
の
期
間
と

し
、
平
成
30
年
4
月
に
再
編
実
施

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
今
は
自
家
用
車
を
お
持
ち
の
皆

さ
ん
も
、
い
つ
か
は
公
共
交
通
に

頼
る
時
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
将
来
を
考
え
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
と
し
て
、
意
見
交

換
会
で
提
示
し
て
い
る
再
編
案
と

い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
を

広
く
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
お
知
ら

せ
し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
の
公

共
交
通
を
み
ん
な
で
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
問
い
合
わ
せ　

創
造
都
市
課☎

５
５
２
‐
５
１
０
６

公
共
交
通
再
編
案
の
作
成

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
現
在
、

市
内
７
つ
の
ル
ー
ト
で
運
行
し
て

い
ま
す
。利
用
者
の
方
か
ら
は「
通

院
や
買
い
物
に
行
く
の
に
助
か
っ

て
い
る
」な
ど
と
い
っ
た
意
見
を

多
く
い
た
だ
く
も
の
の
、
利
用
者

数
に
つ
い
て
は
年
々
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ル
ー
ト
に
よ

っ
て
は
１
便
の
利
用
者
が
１
人
に

　
篠
山
市
で
は
、
平
成
17
年
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス（
コ
ミ
バ
ス
）を

導
入
し
、
路
線
バ
ス
が
走
ら
な
い

地
域
で
の
交
通
手
段
を
確
保
し
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、「
自
宅
か
ら
停

留
所
ま
で
が
遠
い
」「
乗
り
換
え
が

困
難
」な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
く

こ
と
も
あ
り
、
利
用
者
も
年
々
減

少
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
交
通
手

段
を
組
み
合
わ
せ
、
よ
り
利
用
し

や
す
い
公
共
交
通
へ
の
大
幅
な
見

直
し
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
再
編

案
を
作
成
し
ま
し
た
。
現
在
、
自

治
会
長
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交
換

コミュニティバス

Ｂ ハートピアセンター（多紀）～市役所方面
Ｃ 今田～古市～城南～市役所方面～味間（バザールタウン）
Ｄ 大山～味間～西紀南～市役所方面

平日毎日運行する３ルート

Ａ 西紀北（桑原～川阪）方面
Ｅ 大芋～福住方面
Ｆ 篠山～城北～八上～味間～城南方面
Ｇ 後川（籠坊～後川下）方面

廃止し、別の手段とするルート

　現在運行している７ルート（A〜G）を、今田・大山・村雲方面を起点とした３ルートに再編します。これ
までは、曜日ごとに違ったルートを走っていましたが、この３ルートを平日毎日運行とします。

　市が事業主体となり、地域住民自らが運転手を務める輸送
サービスです。車両や燃料代・日当など諸経費は市が負担し、
地元の金銭負担は無く、地域の顔見知りによる運転なので、
利用者は頼みやすいというメリットがあります。
　しかし、運転手は地域で確保し、安全運転講習を受ける必
要があるほか、万一の事故の際、減点や免許停止などの行政
処分は運転手が負う（対人・対物などの責任は市が負う）ことに
なります。

　現在、市役所～城北～畑
地区方面で運行しています。
　プロの運行事業者が提供
するサービスとして、安全
な運行が期待できますが、
発生する運行赤字の一部を
地元で負担する必要があり
ます。

市
有
償
運
送
事
業 

乗
合
タ
ク
シ
ー

乗合タクシーの運行
市町村運営有償運送事業などの実施 

　バスだけでは十分にサービスが行き届かない方面・地区に対して、交通機関同士が競合しないよう日中を
減便する代わりに、市町村有償運送事業や乗合タクシーなどより小回りの利く、きめ細かな運行手段を提案し、
支援します。どちらも運行条件（日数・便数・経路など）は地域を中心とした組織にて決定します。
　また、年齢（75歳以上など）制限や自動車運転免許の有無など条件付きでタクシー利用券を配布することに
より、公共交通機関が不足する地域を補うことも検討します。

路線バス

　基本的には現在のバスルートを確保します。ただし、小回りの利く交通手
段に置き換えるために、一部の路線においては廃止・減便します。路線バス
に関する主な変更点は、大きく３つです。

①篠山東中学校区（大芋・村雲・後川）を走る路線バスについて、利用の少ない日中を減便（朝夕の
通学時間帯のみ運行）

②草山温泉から篠山口駅へ走る草山温泉線のルートを分割（西紀支所から南について、３本を篠山口駅
（主に朝夕）、３本を市街地方面に）

③後川（籠坊～小柿）の廃止

主
な
変
更
点



● 車無しの生活は困難なので、家まで来てほしい
● 増加する高齢者の事故を減らすためにも、免許を返納しても安心して生活できる交通網を形成してほしい
● 必要なときに必要な分を走らせる（デマンド）が、無駄なく効率的ではないか
● 公共交通の利用方法が高齢者でもよく理解できるように対応してほしい
● 小回りのきく車両で、自宅から乗降までの距離を短くしてほしい

地区 再編概要 意見交換会での主なご意見（２月１３日現在）
篠山 現状どおりの路線バスを利用 再編案で了承

八上
八上内～糯ケ坪を路線バスが運行する（市街地方面）
コミバスＦルートを廃止し、代わりに乗合タクシーの運行また
はタクシー利用券の配布を検討する

・コミバスの運行より、無駄の少ないタクシー利用券を希
望する

・乗合タクシーの運行を検討してほしい

畑 乗合タクシーが現状どおり運行する
・現状どおり乗合タクシーの運行を希望する
・平成２６年のルート変更後、一時増加した利用者は減少

傾向にあるが、何とか維持したい

城北

郡家を路線バスが運行する（柏原・西紀北方面）
コミバスＦルートを廃止し、代わりに乗合タクシーの運行また
はタクシー利用券の配布を検討する
乗合タクシー（新荘～大熊）が現状どおり運行する

・タクシー利用券について検討してほしい
・迂回の多いコミバスは、時間がかかり使いにくく、廃止

はやむを得ないと思う
・代わりに必要な分だけ走らせる方法を検討してほしい

岡野
東岡屋、矢代～東浜谷を路線バスが運行する（篠山口駅・柏
原方面）
コミバスＤルートを平日毎日運行に増便する（有居～東岡屋）

・デマンドタクシーを検討してほしい
・タクシー利用券について検討してほしい
・谷の深い集落は路線（停留所）から距離があるため、バ

スは使えない

日置 辻～八上上、曽地中～日置を路線バスが運行する
（市街地方面）

・路線から遠い人のために、きめ細かな手段を希望する
・谷の深い集落は路線（停留所）から距離があるため、バ

スは使えない

後川

路線バス（後川奥～後川上）の日中の便を減便し、路線バス（小
柿～籠坊）・コミバスＧルートを廃止する代わりに、日中に乗
合タクシーまたは市町村有償運送を運行する
後川～川西行きの路線バスが現状どおり運行する
朝夕の路線バス（後川奥～後川上）は現状どおり運行する

・乗合タクシーまたは市町村有償運送について、地域で
検討したい

・小中高生の通学にも留意してほしい
・これらの方法はどこまで運行できるのか

雲部

路線バス（東本荘～倉谷）の日中の便を減便する（市街地方面）
コミバスＢルートを平日毎日運行に増便する（県守・春日江方
面経由、ルートは細工所起点に短縮する）
朝夕の路線バス（東本荘～倉谷）は現状どおり運行する

・再編案についておおむね了承
・停留所をより居住エリアや目的の施設に近付けてほしい
・奥県守まで延伸してほしい

福住

路線バス（福住～奥原山・西野々）の日中の便を減便し、コミ
バスＥルートを廃止する代わりに、日中に乗合タクシーまたは
市町村有償運送を運行する
福住～篠山口駅直行の路線バスが現状どおり運行する

・乗合タクシーまたは市町村有償運送について、地域で
検討したい

・これらの方法はどこまで運行できるのか
・ダイヤどおりに用事が済まない（特に乗合は困難）

村雲

コミバスＢルートを平日毎日運行に増便する（ルートは細工所
起点に短縮する）
路線バス（小田中～細工所）の日中の便を減便し、コミバスＥ
ルートを廃止する代わりに、日中に乗合タクシーまたは市町
村有償運送を運行する
朝夕の路線バス（小田中～細工所）は現状どおり運行する

・多紀小の前から市街地へ通勤利用がある
・福住方面（山鳥病院）への移動手段をどうするのか
・大芋地区と再編方針の調整が必要

大芋

路線バス（立金・大芋～福井）の日中の便を減便し、コミバス
Ｅルート・Ｂルートを廃止する代わりに、現行のボランティア輸
送を市町村有償運送へ移行する
朝夕の路線バス（立金・大芋～福井）は現状どおり運行する

・市町村有償運送の実施を検討している
・市町村有償運送が実施できるよう、バス路線を取捨選

択してほしい
・市町村有償運送は福住方面のほか、どこまで運行でき

るのか

地区 再編概要 意見交換会での主なご意見（２月１３日現在）

西紀
南

草山温泉発の路線バス駅直行便（高屋～黒田）の半分を、市
街地直行便に変更する
コミバスＤルートを平日毎日運行に増便する

・市町村有償運送などの提案を希望する
・短い路線を数多く走らせるほうがいいのではないか
・思い切って路線バスをなくすなど、根本的に変えてほし

い

西紀
中

路線バス駅直行便の半分を、市街地直行便に変更する（栗柄
～宮田間の便数は現状どおり）
ボランティア輸送の代わりに日中に乗合タクシーまたは市町村
有償運送を運行する

・乗合タクシーまたは市町村有償運送について、地域で
検討したい

・高齢者の増加に伴い、今後利用者も増えるのではない
か

・利用者にとって、運賃が安くなる輸送手段を希望する

西紀
北

路線バス駅直行便の半分を、市街地直行便に変更する（草山
温泉～本郷間の便数は現状どおり）
コミバスＡルート・西紀北福祉バスを廃止し、代わりに日中に
市町村有償運送を運行する

・市町村有償運送の実施を検討している
・玄関先から停留所までの手段が必要
・路線バスの運賃を低額にしてほしい

大山 追入～長安寺を路線バスが現状どおり運行する
コミバスＤルートを平日毎日運行に増便する 再編案で了承

味間

草山温泉発の路線バス（西古佐～駅）駅直行便の半分を、市
街地直行便に変更する
駅～住吉台・市街地行きの路線バスが現状どおり運行する
コミバスＦルートを廃止し、Ｄルートを平日毎日運行に増便す
る

・運賃はともかく、自由度の高いタクシー方式を希望する
・公共交通機関のみで、希望する場所へ行くのは難しい
・朝夕に集中的に走らせるべき、日中の運行は不要では

ないか

城南
栗栖野～野中を路線バスが現状どおり運行する（市街地方面）
コミバスＦルートを廃止し、Ｃルートを平日毎日運行に増便する

（ルートはバザールタウン終点に延伸）

・タクシー利用券について検討してほしい
・主要な病院を巡回するバスを運行してはどうか
・コミバスが毎日運行になれば、日々の行動も考えやすく

なる

古市

牛ヶ瀬～草野（藍本駅）、不来坂～当野（今田発市街地方面）の
路線バスが現状どおり運行する
コミバスＣルートを平日毎日運行に増便する（ルートはバザー
ルタウン終点に延伸）

・再編案で了承
・コミバスの運賃が分かりにくい

今田

路線バスが現状どおり運行する（清水・相野駅方面、市街地
方面）
コミバスＣルートを平日毎日運行に増便する（ルートはバザー
ルタウン終点に延伸）

・タクシー利用券について、検討してほしい・用事を済ま
せる時間を見越して、バスのダイヤを検討してほしい

・買い物客は荷物もあり、玄関先での降車が必要
・北部と南部に分けた検討が必要

全般に共通するご意見

各地区における再編概要および意見について

これまでの
経過

平
成
14
年
３
月
末

Ｊ
Ｒ
バ
ス
全
路
線
撤
退

平
成
14
年
４
月
～

日
本
交
通 

（
乗
合
タ
ク

シ
ー
）、
京
阪
京
都
交
通
、

神
姫
バ
ス
に
よ
る
代
替

運
行
開
始（
ス
ク
ー
ル
バ

ス
と
の
混
乗
も
開
始
）

平
成
17
年
10
月

コ
ミ
バ
ス「
ハ
ー
ト
ラ

ン
」実
証
運
行
開
始

平
成
19
年
10
月

コ
ミ
バ
ス「
ハ
ー
ト
ラ

ン
」本
格
運
行
開
始

平
成
20
年
４
月

コ
ミ
バ
ス
の
バ
ス
停
以

外
で
も
乗
降
で
き
る「
フ

リ
ー
乗
降
区
間
」の
導
入

平
成
21
年
７
月

神
姫
バ
ス
か
ら
神
姫
グ

リ
ー
ン
バ
ス
へ
事
業
移

管
平
成
22
年
７
月

曽
地
奥
線
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
廃
止（
主
な
利
用
者
は

児
童
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
へ

転
換
）

平
成
27
年
11
月

再
編
に
向
け
た
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発

足（
９
回
の
協
議
に
て
再

編
案
を
作
成
）

平
成
28
年
10
月

議
会
全
員
協
議
会
に
て

再
編
案
を
説
明

平
成
28
年
11
月
～

各
地
区
自
治
会
長
を
中

心
に
意
見
交
換
会
を
開

催
平
成
29
年
6
月
ご
ろ

各
地
区
で
の
再
編
案
を

確
定
予
定

平
成
29
年
８
月
ご
ろ

市
全
体
の
再
編
案
を
確

定
予
定

平
成
29
年
９
月
以
降

陸
運
局
へ
の
手
続
き
、
再

編
案
の
周
知

平
成
30
年
４
月

再
編
案
で
の
運
行
開
始

平
成
32
年
4
月

2
年
間
の
利
用
状
況
を

踏
ま
え
た
路
線
再
編
・
廃

止
な
ど
の
見
直
し


